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世界中の金融サービス企業で、クラ
ウド活用が加速しています。取引分
析の高度化、リスク管理モデルの洗
練、コンプライアンス業務の自動
化、クラウド型のウェルスマネジメ
ントポータルの提供など、企業は
データや分析、業務プロセスを次々
とクラウドへ移行しています。 

LSEGは最近、世界中の金融市場データおよびITソリューションの意
思決定に関わる金融サービス業界の幹部453名を対象に調査を実施し
ました。この調査では、銀行、投資機関、ウェルスマネジメントやア
ドバイザリー企業がどのようにクラウド戦略を構築しているかを明ら
かにしています。 

調査で焦点を当てた主なテーマ： 

– 現在および将来のクラウド戦略と投資動向 

– クラウド導入の成熟度とROI実現における課題 

– データセキュリティ、プライバシー、主権に関する規制の影響 

– オペレーショナル・レジリエンスの重要性とその対応策 

– AIなどの新技術との連携状況 
 

 回答者は、ユースケースの進化に対応する中でクラウド戦略が急
速に進化していることを認め、規制の複雑さといった課題を指摘
しつつ、新たな価値創出の可能性にも言及しました。クラウド導
入は通常コスト削減をもたらしますが、ROIの観点では競争力の強
化がより重視されていることが分かりました。 

 

また、クラウド導入には単一の道筋はなく、企業ごとにユース
ケースの優先度や課題、データの関心領域が異なることも明らか
になりました。本調査の回答からは、今後の戦略立案に役立つ多
くの示唆が得られます。 

はじめに
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このレポートは、LSEG（ロンドン証券取引所
グループ）の委託により、独立系のマーケ
ティングリサーチおよびコンサルティング会
社であるPhase 5が、2024年11月から2025年3
月にかけてオンラインで実施した調査に基づ
いています。調査には、世界中の金融サービ
ス機関の経営幹部453名が参加しました。 

 

この調査は12か国で実施されました。調査対象となった金融機関の運
用資産額（米ドルベース）を見ると、37%が10億ドル未満、62%が10

億ドル以上となっています。収益規模に関しては、9%が年間収益
1,000万ドル未満、42%が1,000万ドルから5億ドルの範囲、そして48%

が5億ドルを超える収益を有しています。 

 

調査に参加した金融機関の種類は多岐にわたり、商業銀行やリテール
銀行、投資銀行やM&Aアドバイザリー、プライベート・エクイティや
ベンチャーキャピタル、保険会社、投資運用やポートフォリオマネジ
メント、資産運用会社、ブローカーディーラー、ヘッジファンド、年
金基金やミューチュアルファンド、ウェルスマネジメントやファイナ
ンシャルアドバイザリー、さらには独立系のリサーチ会社やコンサル
タントなどが含まれています。全体としては、51%が銀行業界、37%

が投資関連業界、12%がウェルスマネジメントおよびアドバイザリー
業務に属しています。 

回答者の金融市場業界における経験年数は幅広く分布しており、
17%が1～4年、40%が5～10年、34%が11～25年、そして9%が25年
以上の経験を有しています。 

 

なお、数値は四捨五入の標準的な慣例に従っており、そのため合
計が100%にならない場合があります。 

調査概要

Chart 1. 地理的範囲
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– 調査対象となった企業の87%が、過去2年間でクラウドへの投資を増加させ
ています。 

– クラウド投資のROI（投資対効果）を評価する際、51%がスケーラビリティ
（拡張性）を基準とし、47%が収益成⾧を基準としています。 

– 市場データや価格情報の活用において、47%がパブリッククラウドを利用
しており、クラウド活用のアプローチとして最も一般的なのはSaaS

（Software as a Service）モデルで、43%がこれを採用しています。 

– クラウド戦略に関しては、82%がマルチクラウドまたはハイブリッドクラウド
を主要な戦略として掲げています。一方で、クラウドサービス導入における最
大のセキュリティ懸念として、47%がサイバー攻撃の高度化を挙げています。 

– EUの「デジタル運用レジリエンス法（DORA）」や「一般データ保護規
則（GDPR）」などの規制により、84%の企業がクラウド戦略に少なくと
も中程度の変更を加えざるを得なかったと回答しています。 

– クラウドプロバイダーを選定する際には、92%が運用レジリエンス（業
務継続性）を「非常に重要」または「極めて重要」と考えています。 

– 91%の企業が現在、AI機能の開発や機械学習の取り組みを支援するためにクラ
ウドサービスを利用しているか、今後12か月以内に利用を開始する予定で
す。 

Chart 2. 回答者のプロフィール
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クラウドの利用は増加傾向にあります。 
調査回答者の87%が、過去2年間でクラウド
への投資を増加させたと回答しています。 



Cloud strategies in financial services 9

1. クラウドサービス
への積極的な投資
金融サービス企業は、データ、業務プロセス、分析機能などをクラウ
ドサービスプロバイダー（CSP）へ移行することに多大な投資を行っ
ており、事実上、技術インフラのアウトソーシングを進めています。
この戦略が広く採用されている理由は明確です。クラウドへの移行
は、多くの企業にとって迅速にメリットをもたらすからです。具体的
には、機動力の向上による競争力強化、収益の増加、顧客に対する透
明性の向上などが挙げられます。インフラコストの削減は、むしろ副
次的な恩恵として捉えられています。 
 

クラウド活用の拡大

クラウドの利用は着実に進んでおり、回答者はITおよびデータ関連予
算の平均34%をクラウドサービスに充てています。また、87%が過去
2年間でクラウド投資戦略を強化し、「やや増加」または「大幅に増
加」させたと回答しています。 
 
クラウド戦略の導入と実行に関しては、40%が「非常に進んでいる」
と自己評価し、52%が「ある程度進んでいる」と回答しています。 
一方で、「あまり進んでいない」と答えたのはわずか7%でした。 
これだけを見ると非常に前向きな印象を受けますが、調査全体のデー
タ、特にクラウド戦略の今後の進化を示すデータを見ると、こうした
自己評価はやや楽観的である可能性があります。クラウドは「一度導
入すれば終わり」というものではなく、継続的な進化が求められる領
域です。そのため、このようなベンチマーク調査は非常に価値のある
取り組みといえます。 

Chart 3. 過去2年間のクラウド投資戦略の変化
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2. クラウド移行によるメリットの実現

特定のユースケースに対してクラウドへの移行を進めている回答者は、移行
の進捗度が高く、すでに多くの企業が移行を完了していると回答していま
す。さらに、移行済みの企業の大多数が、すでにクラウドのメリットを実感
していると述べています。 
 
たとえば、リスク管理のユースケースにクラウドサービスを活用していると
回答した企業のうち、83%がすでに移行を完了しており、これはすべての
ユースケースの中で最も高い移行率です。また、54%が「移行済みかつメ
リットを実感している」と回答しています。この結果の背景には、SaaS
（Software as a Service）ソリューションとクラウドベースのデータの組み合
わせにより、高度なリスク分析が可能となり、処理速度の向上によってリス
クへの迅速な対応が可能になるという仮説が考えられます。 
 
エンタープライズデータ管理と顧客管理プラットフォームに関しては、それ
ぞれ59%の回答者が「移行済みかつメリットを実感している」と答えてお
り、最も多くの企業が成果を上げている分野です。クラウド上のエンタープ
ライズデータはアクセス性とコラボレーションを向上させ、クラウドベース
の顧客データ管理や顧客ポータルは、データと分析の高度化を通じて、個別
化された顧客対応を支援します。 
コンプライアンス分野では、全体的な移行完了率はやや低いものの、すでに
80%が移行を完了しており、58%がメリットを実感していると回答していま
す。クラウドによるコンプライアンスの利点としては、プロセスの自動化、
業務効率の向上、問題や違反の早期検出などが挙げられます。 
 
ウェルスマネジメントおよびアドバイザリー企業は、クラウドの導入におい
て先進的かつ成功している事例が多く、コンプライアンス（70%）、AIおよ
び機械学習（74%）、規制報告（69%）などのユースケースで、銀行や投資
関連企業よりも早く移行を完了し、メリットを享受しています。 
 
地域別では、アジア太平洋地域（APAC）の企業が、EMEA（欧州・中東・ア
フリカ）やアメリカ地域よりも主要ユースケースにおいてクラウド導入を加
速させています。たとえば、エンタープライズデータ管理では、APACの回
答者の63%がメリットを実感していると回答しており、EMEAは59%、アメリ
カ地域は52%にとどまっています。フロントオフィス分析においても、APAC
では65%がメリットを実感しているのに対し、EMEAは56%、アメリカ地域は
46%となっています。 

Chart 5. クラウドサービス移行の進捗段階
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3. ROI評価においてコスト削減よ
り競争力を重視
クラウドプロジェクトの投資対効果（ROI）は、柔軟なキャパシティ
とスケーラビリティ（51%）、収益成⾧（47%）、セキュリティとレ
ジリエンスの向上（47%）といったメリットを基準に評価されること
が多く、総所有コスト（TCO）の削減（34%）や即時的なコスト削減
の見込み（34%）は、相対的に優先度が低くなっています。 

数年前の金融業界の調査では、クラウド移行によるTCO削減や即時的
なコスト削減の効果がより顕著に見られていましたが、現在ではその
ような「低コストで得られる果実」はすでに取り尽くされた可能性が
あります。柔軟性とスケーラビリティは、企業が機会を素早く捉える
ことを可能にし、収益成⾧は市場での地位を高め、セキュリティとレ
ジリエンスの向上は顧客との信頼構築やリスクの軽減につながりま
す。全体として、回答者はクラウド投資によって競争力を高め、顧客
に価値を提供することをROIの主な目的としています。 

 

銀行の回答者の55%、投資会社の回答者の48%が、ROI評価において
柔軟性とスケーラビリティを最も重視していると回答しています。一
方、ウェルスマネジメントの回答者は、収益成⾧（55%）を最も重視
し、次いで顧客満足度の向上（49%）を挙げています。この分野で
は、顧客ポータルにおけるパーソナライズされた体験の提供が主要な
クラウド活用のユースケースとなっています。 

 

対照的に、即時的なコスト削減は、ウェルスマネジメントの回答者に
とっては最も優先度が低く（22%）、投資運用会社でも下から3番目
（28%）に位置しています。銀行の回答者では、41%がコスト削減を
ROI指標として重視しており、これは銀行が抱える複雑なレガシー技
術やデータインフラの廃止が、ROIの焦点となっている可能性を示し
ています。 
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Chart 6. クラウド投資のROIを評価するための指標



61％の回答者が、クラウドの導入によりITイン
フラの総所有コスト（TCO）を大幅に削減した
か、またはやや削減したと回答。 

4. インフラコストの削減効果を認識
ROI評価においてコスト削減の優先度は低いとされているものの、クラウ
ドへの移行は多くの企業にとってITインフラコストの削減につながってい
ます。 

 

全体の61%が、クラウド導入によってITインフラの総所有コスト（TCO）が
「大幅に削減された」または「やや削減された」と回答しています。ウェ
ルスマネジメントおよびアドバイザリー企業では64%、銀行では59%が
TCO削減を実感しており、分野によって差が見られます。 

 

このTCO削減の差は、各企業がクラウドコストを最適化するために採用し
ている戦略にも反映されています。たとえば、アジア太平洋地域
（APAC）の回答者の66%、EMEA（欧州・中東・アフリカ）の回答者の
70%が、コスト削減のためにマルチクラウド戦略を採用していると答えて
います。これらの地域は複数の法域を抱えており、クラウドサービスプロ
バイダー（CSP）は現地の規制当局と連携して複雑性の解消に取り組んで
います。これにより、さらなるコスト削減が期待されます。 

一方、アメリカ地域では、米国とカナダという大規模な単一法域が存在す
るにもかかわらず、マルチクラウド戦略を採用している回答者は58%にと
どまっています。 
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1. 規制強化への対応
クラウド移行は金融機関に多くのメリットをもたらしていますが、そ
の過程には課題も伴います。規制の増加は、企業がマルチクラウドや
ハイブリッドクラウド戦略を採用する一因となっています。しかし、
複数のクラウドやデータストレージソリューションを企業全体で管理
することは、セキュリティ、統合、コスト管理といった面で複雑性を
増す要因にもなります。 

一方で、企業側も、セキュリティや業務レジリエンスに関する規制が
重大なリスクへの合理的な対応であることを理解しており、同様のリ
スクを自らも懸念しています。また、クラウドをフロントオフィスの
ユースケースに適用するには、レイテンシ（遅延）の低減も重要な課
題です。 

 

クラウド規制への対応
クラウドリスクに対応するための規制の影響は非常に大きく、調査で
は「期待されるROIを達成する上での主な障壁」として、規制対応
（33%）とデータ損失・漏洩リスク（33%）が同率で最上位に挙げられ
ています（Chart 7参照）。コンプライアンスへの懸念は28%で4位、情
報セキュリティ要件によって投資の効果が制限されているとする回答
も27%にのぼります。これらの懸念はすべて、規制の影響を受ける領
域でもあります。 

 

規制対応のために、企業はクラウド戦略の見直しを迫られています。
全体の84%が、データプライバシー、セキュリティ、データ主権に関
する規制を理由にクラウド戦略を変更したと回答しており、そのうち
28%は「大幅な変更を行った」としています。 

これらの規制の影響を受けた企業のうち、59%がハイブリッド戦略
を、56%がマルチクラウド戦略を採用しており、37%はクラウドに保存
するデータを制限、35%は地域密着型のベンダーと連携しています。
これらの対応は、コスト増や運用の複雑化を招く可能性があります。 
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Chart 7. クラウド投資から期待されるROIを達成する上での主な障壁

企業の種類によっても対応は異なります。たとえば、銀行および
ウェルスマネジメント・アドバイザリー企業の62%が規制対応とし
てハイブリッド戦略を採用しており、投資会社（59%）や銀行
（57%）はマルチクラウド戦略を選択しています。銀行はクラウド
で実装すべきユースケースが多く、規制も厳しいため、両戦略の導
入率が高いと考えられます。 

このように、クラウドに関する規制要件は、企業が最も効率的なク
ラウド戦略を実行する能力に影響を与えており、ユースケースから
価値を引き出す妨げとなっています。クラウドサービスプロバイ
ダー（CSP）は、こうした課題の解決に向けて規制当局と連携して
いますが、現時点では企業側が規制対応を前提に戦略を立てる必要
があります。 

Overall 
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84%の回答者が、データプライ
バシー、セキュリティ、データ
主権に関する規制を理由にクラ
ウド戦略を変更したと回答。 

データの損失および漏洩リスク 

規制上の課題 

データをクエリ可能な形式に標準化する必要性 

コンプライアンスに関する懸念 

情報セキュリティ要件によるメリットの制限 

人的リソースや社内専門知識の不足 

価値を効果的に測定することが難しい 

予算の不足 

異なるデータに対する権限管理の複雑さ 

レガシーシステムとの相互運用性の問題 

従来のネットワークセキュリティツールとの非互換性 

短期的な目標（収益への影響） 

組織文化（慣性・変化への抵抗） 

ビジネスケースの説得力が不十分 
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2. 複数ソリューションの管理と統合

回答者の間では、マルチクラウド（41%）およびハイブリッドクラウ
ド（41%）戦略が主流となっています。マルチクラウドは、ワーク
ロード、アプリケーション、データを複数のパブリッククラウドプ
ロバイダーに分散させる戦略であり、ハイブリッドクラウドは、パ
ブリッククラウドとプライベートクラウド、またはオンプレミス環
境を組み合わせる戦略です。シングルクラウド（10%）、プライベー
トクラウド（8%）、オンプレミス（1%）は少数派です。 

投資運用会社の49%がマルチクラウド戦略を採用している一方で、銀
行およびウェルスマネジメント・アドバイザリー企業はハイブリッ
ドクラウド戦略を好む傾向があり、それぞれ44%が採用しています。
ウェルスマネジメント企業では、15%がシングルクラウド戦略を採用
していると回答しています。これらの選択には、規制だけでなく、
ビジネス戦略、地理的条件、顧客ニーズといった要因も影響してい
ます。 

複数のクラウドプロバイダーやデータストレージソリューションを
採用することは、金融機関にとって以下のような課題を生み出しま
す：セキュリティ（52%）、統合の複雑さ（49%）、コスト管理
（48%）です。 

 

統合の課題は、CSP側ではなく企業内部に起因していると見られま
す。というのも、CSPの統合レベルに対する満足度は95%と非常に高
く評価されているからです。ある回答者は「CSPは非常に便利なデー
タ移行ツールと詳細なガイドを提供してくれる」と述べ、別の回答
者は「統合はスムーズで、顧客満足度も向上した」としています。
企業内部の統合課題は、レガシーシステムがクラウドアーキテク
チャに適応しにくいことや、社内の異なるシステム間でのデータ同
期の必要性などが原因と考えられます。 

Chart 8. 複数のクラウドプロバイダー／ソリューションの管理における課題
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3. セキュリティへの対応
金融機関の回答者は、規制要件によりクラウド戦略を大きく変更して
いると述べていますが、セキュリティに対する懸念もまた、規制当局
が注目するデータプライバシー、サイバー攻撃の脆弱性、クラウド上
のデータ管理に関するリスクと一致しています。 

 

クラウドサービス導入における主なセキュリティ懸念としては、サイ
バー攻撃の高度化（47%）、複数のデータセットやロケーションにま
たがるデータプライバシー管理（46%）、データ漏洩の可能性
（46%）が挙げられています。これらは、金融機関が現在直面してい
る重大な課題です。 

 

企業タイプによって懸念の内容にも違いがあります。たとえば、ウェ
ルスマネジメント・アドバイザリー企業の回答者は、データプライバ
シー管理とデータ漏洩の両方を45%で最も懸念しており、これは富裕
層の顧客を多く抱えることに起因していると考えられます。 

 

コンプライアンスは4位にランクされており、規制対応が負担である
一方で、企業はセキュリティそのものにも強い関心を持っていること
が示唆されます。 

Chart 9. クラウドサービス導入における主なセキュリティ懸念 全て ウェルスマネジメ
ントおよびアドバ
イザリー業界
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データプライバシー管理 
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ソフトウェア・サプライヤーリスク 
（ゼロデイ攻撃など） 
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低レイテンシデータにおける主な課題は 
コスト（35%）とセキュリティ（33%）、 
一方、日中取引（intra-day）ではスケーラ
ビリティ（37%）とシステム遅延（36%）
が大きな課題とされています。 
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4. クラウドパフォーマンスの高速化
クラウド上でのデータ保存および処理を提供する金融サービス企業に
とって、パフォーマンス速度は依然として重要な指標である。特にフロ
ントオフィスのユースケースでは、時間に対する感度が高いため、迅速
な処理が求められる。 

調査回答者は、クラウド環境において低レイテンシー、日中処理、およ
びリアルタイム処理のパフォーマンスを実現する上で、重大な課題に直
面していると報告している。たとえば、低遅延データに関してはコスト
（35%）とセキュリティ（33%）が主要な障壁となっており、日中処理
ではスケーラビリティ（37%）とシステム遅延（36%）が大きな問題と
して挙げられている。リアルタイム処理においては、セキュリティ
（41%）とコスト（36%）が最も深刻な課題とされている。 

 

また、セルサイド（売り手側）とバイサイド（買い手側）では、これら
の課題に対する経験に差が見られる。たとえば、クラウドにおける低遅
延パフォーマンスに関して、セルサイドの回答者はバイサイドよりもコ
ストの問題（38% 対 32%）をより深刻に捉えている。同様に、システム
遅延（35% 対 28%）についても差があり、これは低遅延データが適用さ
れるユースケースの違いを反映していると考えられる。 

 

こうした遅延の課題に対応するため、一部のクラウドサービスプロバイ
ダーは、金融ハブに近接した地域やキャンパス内にローカルデータゾー
ンを設置している。調査結果によれば、こうしたローカルデータゾーン
の提供は、クラウドサービスプロバイダー（CSP）の選定において大き
な影響を与える可能性がある。具体的には、セルサイドの57%が「その
ようなプロバイダーを検討する可能性が非常に高い」と回答しており、
バイサイドでも50%が同様の意向を示している。 
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Chart 10. クラウド環境におけるパフォーマンス速度の達成に関する課題
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EUのデジタル運用レジリエンス法（DORA）のような規制や、注目を集めた障害事例を背景に、回答者は重
要業務の継続性と障害からの回復・学習能力に加え、混乱時における業務遂行能力にも注目している。 

調査では、63%の回答者がクラウドプロバイダー選定時に運用レジリエンスを「非常に重要」と考えてお
り、*29%は「極めて重要」と回答している。 

 

このような認識には、過去の経験が影響している可能性がある。過去12か月間にクラウドサービスが原因で
運用障害を経験したと回答したのは全体の30%であり、業種別ではウェルスマネジメント＆アドバイザリー
（35%）、銀行（32%）、投資会社（26%）と続いている。 

また、業界経験が⾧いほど、運用レジリエンスの重要性を強く認識している傾向がある。金融業界での経験が
25年以上の回答者の51%が「クラウドベンダー選定時に運用レジリエンスは極めて重要」と回答しているのに
対し、経験1～4年の回答者ではその割合は14%にとどまっている。これは、⾧年の経験を通じてより多くの障
害を経験してきたことが背景にあると考えられる。 

 

さらに、クラウド投資のROI評価においても、47%の回答者が「セキュリティ／レジリエンスの向上」を評価
要因として挙げており、これは3番目に多い要因である。また、41%が「パブリッククラウドは可用性と事業継
続性を向上させる」とし、38%が「セキュリティ／レジリエンスの向上」をクラウド移行の主な利点として挙
げている。 

 

企業は、クラウドサービスを活用してデータ・業務・顧客の安全性を確保するため、さまざまな事業継続手段
を採用している。最も多く利用されているのはバックアップソリューション（59%）とリアルタイムフェイル
オーバー（54%）であり、次いで冗⾧化（48%）、地理的レプリケーション（34%）が続いている。 

Chart 11. クラウドプロバイダー選定時における運用レジリエンスの重要性
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5. クラウドプロバイダー選定における運用レジリエンスの重視

クラウドプロバイダーを選定する際に、
運用レジリエンスが非常に重要であると
回答した人は63%、極めて重要であると
回答した人は29%にのぼる。 
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1. クラウド導入における将来的
な影響

金融機関によるクラウドサービスの活用は、今後も進化を続けていく
と見られています。今後3年間におけるクラウド導入の最も重要なユー
スケースは、AIおよび機械学習であり、同時にクラウドサービスの構成
を見直す動きも進むと予測されています。また、低遅延および超低遅
延データのクラウド活用についても検討が進められており、金融機関
は、将来のビジネス、データ、テクノロジー環境の変化に対応するた
めに、クラウド戦略の見直しが必要になると考えています。 

影響の理解
クラウド技術が今後2年間で世界の金融業界に与える影響は非常に大き
いと、回答者の多くが予測しています。その影響の中心は、明確なコス
ト削減よりも、競争力の向上にあるとされています。自由記述による回
答は分類・集計され、パーセンテージ化することで、クラウドが今後数
年間で業界にどのような影響を与えるかについての洞察が得られまし
た。 

最も多く挙げられたのは、業務効率の向上であり、回答者の26%がこの
点を指摘しています。プロセスの自動化や手作業の削減などが含まれ、
ある回答者は「時間とスペースを節約し、業務の効率化を実現する」と
述べています。現在、33%の回答者がクラウド戦略によって効率が大幅
に向上したと答えており、53%が多少の向上を実感しています。 

次に多かったのは、セキュリティとコンプライアンスの改善で、17%の
回答者がこの点を挙げています。クラウドは「高度なデータ暗号化と保
護を提供する」との声があり、現在では47%の回答者がセキュリティと
レジリエンスの向上をROI（投資対効果）の指標として使用しており、
ROI測定に関する質問では3位にランクインしています。 

3番目に多く挙げられたのは、スケーラビリティと柔軟性であり、14%の回
答者がこの点を指摘しています。柔軟な容量やスケーラビリティは、クラ
ウドのROI測定に関する質問で最も多く選ばれた項目であり、51%がこの指
標を選択しています。ある回答者は「変化するビジネスニーズに合わせて
容易にスケールアップ・ダウンできる」と述べています。 

 

4番目に多かったのは、イノベーションと新たなビジネスモデルの推進で
あり、14%の回答者がクラウドの活用拡大が競争優位性を高めると考えて
います。一方で、物理的なデータストレージの不要化などのコスト削減
は、現在では優先度が低くなっており、ROI指標として使用している回答
者は34%にとどまっています。 

多くの回答者は、今後2年間でクラウドがもたらす複数の影響についても
言及しています: 

• 「インフラコストの削減、業務効率の向上、データ保存・分析ツールの
提供」 

• 「セキュリティの強化、効率性と顧客体験の向上、規制遵守の確保」 

• 「取引の迅速化、自動化の進展、AIの活用拡大」 

全体として、回答者はクラウドサービスとの関わりが、企業の技術インフ
ラや業務プロセス、さらには機会の発見と活用方法に大きな変化をもたら
すと予測しています。 
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Chart 12. 今後2年間におけるクラウド技術が世界の金融業界に与えると予想される影響
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Chart 13. クラウドサービスソリューションを活用すると予想される
技術の種類と利用ケース（今後3年間）
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2. 今後3年間におけるクラウド利用の予測
今後3年間でクラウドサービスを導入する予定のユースケースとして、
最も多くの回答者が挙げたのは「AIと機械学習（61%）」であり、これ
は驚くべきことではないかもしれません。2位は「リスク管理
（58%）」、3位は「コンプライアンス（55%）」でした。 

一方で、「トレーディングプラットフォーム（45%）」や「フロント
オフィス分析（42%）」にクラウドを活用する予定だと答えた割合は
比較的低く、これは多くの回答者が今後3年間でパフォーマンスの高速
化が大きく改善されるとは考えていない可能性を示唆しています。 

 

興味深いことに、Cレベルの経営層は、AIと機械学習（73% 対 61%）、
コンプライアンス（63% 対 55%）、トレーディングプラットフォーム
（49% 対 45%）など、多くのユースケースにおいて、全体の回答者よ
りもクラウド活用に対して楽観的な見方をしています。 

また、金融業界で11～25年の経験を持つ回答者も、全体と比べてクラ
ウドの可能性に対してより前向きです。たとえば、「フロントオフィ
ス分析をクラウドで活用する予定」と答えた割合は57%で、全体の
42%を大きく上回っています。同様に、「トレーディングプラット
フォームをクラウドで運用する予定」と答えた割合も52%で、全体の
45%より高くなっています。 

 

つまり、金融機関の中では、中堅クラスのキャリアを持つ人材や、戦
略的な役割を担うCレベルの経営層が、クラウドの多様なユースケー
ス、特に「トレーディングプラットフォーム」や「フロントオフィス
分析」といったフロントオフィス領域における可能性に対して、より
楽観的な見方をしていると言えます。これは、全体の回答者が重視し
ている「リスク管理」や「コンプライアンス」といったミドルオフィ
ス領域への関心とは対照的です。 



現在、SaaSが広く普及しているこ
とが、企業がクラウドへの移行を迅
速に進め、その効果を早く実感でき
ている理由の一つになっている可能
性があります。 
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3. クラウドサービスモデルの移行
現在、回答者が最も利用しているクラウドサービスモデルは「SaaS

（Software as a Service）」で43%を占めており、「IaaS

（Infrastructure as a Service）」は31%、「PaaS（Platform as a 

Service）」は24%と、現時点ではSaaSが主流となっています。 

 

SaaSの強い現在の地位は、企業がクラウド導入によって迅速に移行
し、効果を得られる要因となっている可能性があります。一方で、
PaaSやIaaSを採用するには、企業が自社でアプリケーションを開発
する必要があります。 

 

今後5年間では、全体的にSaaSの利用は減少し、PaaSの利用が増加
すると予測されています。IaaSの利用はほぼ横ばいと見られていま
す。たとえば、銀行業界の回答者は、SaaSモデルの利用が現在の
44%から5年後には30%に減少すると見込んでいます。 

 

ウェルスマネジメントおよびアドバイザリー業界でも、SaaSの利用
が49%から36%に減少し、IaaSは24%から29%、PaaSは25%から29%

へと増加する見込みです。 

 

この傾向は、ベンダーが提供する既製ソフトウェアソリューション
からの脱却を見越している可能性があります。企業は、競争優位性
を高めるために、自社の開発チームによって構築されたアプリケー
ションへと移行するか、あるいは複数のプロバイダーが提供するコ
ンポーネントを組み合わせてカスタムソリューションを「構築」す
る方向に進む可能性があります。 

 

AIによるコーディングツールの進化も、企業が自社アプリケーショ
ンを構築する支援となるでしょう。ある回答者は、「今後2年間でク
ラウドが金融サービス業界に大きな影響を与えると考えている。な
ぜなら、多くの企業がAIを使って簡単にコードを生成しているから
だ」と述べています。 

50%

45%

40%

35%

30%

25%

20%

15%

10%

5%

0%

Saas IaaS PaaS 分からない

現在最も使われているモデル

５年後に最も利用されると予測されるモデル

43%

36%

31%

24%

30%

2%

4%

30%

Chart 14. 現在最も利用されているサービスモデルと、5年後に最も利用されると予測されるサービスモデル
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4. 様々なデータタイプの活用

現在、回答者がパブリッククラウド環境で最も利用しているデータタイ
プの上位3つは、リスクおよび規制関連データ（51%）、企業データ
（48%）、市場データおよび価格情報（47%）です。 

将来を見据えた場合も、これら3つのデータタイプが、クラウド上でホス
ティングされることによってビジネスに最も大きな利益をもたらすと回
答者は考えており、それぞれ45%、35%、43%がそう答えています。 

 

また、「レギュラー／フルティックデータ」も、35%の回答者が「クラ
ウドで活用することで最も大きな利益が得られる」としています。 

 

これらのデータタイプが将来的にクラウドで活用されることに期待が寄
せられている背景には、AIと機械学習、リスク管理、コンプライアンス
といったユースケースへの関心が、現在も将来も高いことが反映されて
いると考えられます。 

 

一方で、「取引プラットフォーム」におけるクラウド活用の可能性も無
視されているわけではありません。現在、低レイテンシーデータをクラ
ウドで利用している割合は20%、超低レイテンシーデータは16%と控えめ
ですが、将来的には、26%が「低レイテンシーデータ」、23%が「超低
レイテンシーデータ」においてクラウド活用が最も大きな利益をもたら
すと見ています。 

リスクおよび規制関連データ（51%）、企業データ（48%）、
市場データおよび価格情報（47%）の３つのデータタイプが、
が現在パブリッククラウド環境で最も利用されている。 
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Chart 15. パブリッククラウドでホスティングすることで最も大きな利益が得られるとされるデータセットの種類
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5. AIの将来予測
 
回答者の大多数（84%）は、自社がAI機能の導入において「ある程度進ん
でいる」または「非常に進んでいる」と答えています。中でも、投資運用
業界の回答者は最も進んでいると回答する傾向が強く（89%）、ウェルス
マネジメント＆アドバイザリー企業は最も低く（76%）、銀行業界はその
中間（83%）でした。 
 
ただし、これは一部の企業にとってやや楽観的な見方かもしれません。AI
や機械学習のクラウド移行が完了しているかという質問に対しては、77%
しか「はい」と答えておらず、すでに移行を完了し、効果を実感している
と答えたのは55%にとどまりました。これは、全体の中でも下位2位と3位
の結果です。 
 

AIをクラウドへ
回答者の大多数（91%）は、現在（55%）または今後12か月以内（36%）
に、AI機能の開発やAI・機械学習の取り組みを支援するためにクラウド
サービスを利用している（または利用予定）と答えています。意思決定の
主要な立場にある人ほど、現在すでに取り組んでいる（63%）と答える傾
向が強く、他の意思決定層（22%～47%）よりも高い割合となっていま
す。 

クラウドにおけるAIのユースケースとして最も多く挙げられたのは生成AI
（60%）で、次いで不正検知（50%）（コンプライアンス関連）、リスク
管理（50%）が続きます。その後に、予測分析（49%）、顧客体験の改
善・簡素化（48%）、顧客インサイトの取得（44%）といった、直接的に
価値や競争優位性をもたらすユースケースが続いています。 

これらのユースケースの回答割合が接近していることは、クラウドが多様
なAIユースケースを支えていることを示しています。 

 
一方で、回答者はAIとクラウドインフラの統合に関して課題があ
るとも述べています。最大の課題はコスト（47%）であり、銀行
業界の回答者は投資運用業界の回答者よりもコスト課題を挙げる
傾向が強い（52% 対 42%）です。これは、銀行がレガシーITや
データインフラの置き換えやアップグレードを必要としているこ
とが背景にあると考えられます。 

Chart 16. AI機能の開発およびAI・機械学習の取り組みを支
援するためのクラウドサービスの利用状況

Yes, we are currently doing this

We plan to do this within the next 12 months*

We are considering this, but have no firm 

plans to do so

No, we are not considering this2%

36%

55%

8%

*収益や運用資産残高（AUM）が少ない企業では、AIの導入が遅れている傾向がある（19% v. 6%） 

いいえ、現時点では検討していません 
 
 
 
 
 

検討中ではあるが、具体的な計画はありません 
 
 
 
 

今後12か月以内に実施する予定です 
 
 
 
 

はい、現在すでに実施しています 



 
Overall 

*コスト 47% 

データのプライバシーとセキュリテ懸念 47% 

**既存システムとの統合ができていないこと 37% 

社内の専門知識の不足 36% 

規制制約／コンプライアンス 36% 

導入にかかる時間 34% 

クラウドプロバイダーの制約 28% 

その他 2% 
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Chart 17. クラウドインフラとの統合におけるAIの課題や懸念事項
 

コスト（47%）と並んで最も多く挙げられた課題は、データのプライバ
シーとセキュリティに関する懸念（47%）でした。次いで多かったの
は、既存システムとの統合ができていないこと（37%）です。 

 

一方で、クラウドプロバイダーの制約は、すべての回答者の中で最も低
い割合（28%）にとどまりました。これは、クラウドプロバイダーに関
する他の質問でポジティブな回答が多かったことと一致しています。 

 

金融機関の回答者は、クラウド戦略／ソリューションとAI導入が相互に
良い影響を与えていると認識しています。現在クラウドサービスを使っ
てAI機能を開発している企業は、クラウドとAIの両方が互いに良い影響
を与えていると答える傾向がより強く見られます。 

 

たとえば、全体の60%が「自社のクラウド戦略とソリューションは、AI

機能の導入をスムーズに進めるための基盤になっている」と答えていま
すが、実際にクラウドでAI開発を行っている企業ではその割合が74%に
上昇しています。これは、実際の経験がその認識を強めていることを示
しています。 

 

また、全体の61%が「AIの急速な導入がクラウド戦略の改善を促してい
る」と答えており、クラウドでAI開発を行っている企業ではその割合が
76%に達しています。つまり、AIとクラウドを組み合わせた経験が、否
定的な見方ではなく、むしろ前向きな評価につながっているということ
です。これは、こうした取り組みが実際に価値を生み出す可能性が高い
ことを示唆しています。 

*銀行業界は、投資業界よりもコスト面の課題を挙げる傾向が強い（52% 対 42%） (52% v. 42%) 

**Cレベルの経営幹部は、他の職位の人よりも統合の欠如を課題と捉える傾向がある (46% v. 34% of others) 

データのプライバシーと 
セキュリティに関する懸念 
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まとめ
金融サービス企業はクラウド戦略を進化させており、今後もその動きは続くと見られます。現在の調査
回答者によれば、クラウドを活用する領域が拡大しており、ROI（投資対効果）をコスト削減よりも競争
優位性の獲得といった指標で測る傾向が強まっています。俊敏性と競争力の向上が優先されている一方
で、クラウド導入によるコスト削減効果も依然として得られています。 

 

しかし、課題も存在します。規制はクラウド戦略に影響を与えており、たとえば複数のクラウドプロバ
イダーやストレージソリューションの採用が求められる背景には、規制の存在があります。また、CSP

（クラウドサービスプロバイダー）における**オペレーショナル・レジリエンス（業務継続性）への関心
も高まっています。一方で、企業が直面しているセキュリティ課題（サイバー攻撃、データプライバ
シー、情報漏洩など）**は、多くの規制の焦点とも一致しています。 

さらに、スピードを含むパフォーマンス面もクラウドサービスにおける課題であり、特にフロントオ
フィスのユースケースでは克服すべき重要な要素です。 

 

将来を見据えると、企業はAIとクラウドの融合に大きな可能性を見出しています。また、クラウドサービ
スモデルの構成をSaaS（ソフトウェア・アズ・ア・サービス）から変更し、自社アプリの開発を視野に
入れる動きも見られます。 

クラウド上で扱うデータの種類も、スピードなどのパフォーマンス課題が解消されるにつれて拡大して
いく見込みです。今後、コスト削減効果に注目する投資会社が増える可能性はあるものの、調査回答者
の多くは、クラウド技術が金融業界にもたらす影響は、競争力の強化にあると考えています。 
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